
概ね5年で実施する取組内容(1/2)

取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期

①－１　情報伝達、避難計画等に関する事項
洪水時における河川
管理者からの情報提
供等の内容及びタイ
ミングの確認

・洪水時の市
町村長による
避難勧告等発
令の判断を支
援す・・・

・苫前町長と水位周知河
川についてホットラインを
構築

・ホットラインを活用し、苫
前町と洪水時等の情報提
供の内容、タイミングを確
認する

継続実施 ・リエゾンの業務説
明会を実施

・同左 継続実施 ・気象警報・注意報を発表
し、現象ごとに警戒期間、注
意期間、ピーク時間帯、雨
量などの予想最大値等につ
いて危険度を色分けした時
系列で提供開始。
・５日先までの「警報級の可
能性」を提供開始。

・同左 継続実施 ・暑寒別川、信砂川
の水位情報等は国
交省｢川の防災情
報｣等で確認する。

・同左 継続実施 ・情報の共有、構築
状況は確認している

同左 継続実施 ・古丹別川・三毛別川の水位惰報及
び水防誓報は国土交通省「川の防
災情報」等で確認出来るほか水防団
待機水位等の各水位を超えた時点
で留萌振興局より伝達される

・同左 継続実施 ・情報の共有、構築
状況は確認している

・同左 継続実施

・「避難勧告等
に関するガイド
ライン」(平成29
年・・・

 ・避難勧告等の発令基準検
討の支援を行っている。

・同左 継続実施 ・明確な基準は設定
していないが、町消
防本部と情報共有
を行い、適宜実施す
る。

・同左 継続実施 ・洪水時における避難勧告等の発
令対象区域、発令判断基準等を作
成する

H33 ・地域防災計画において古丹別川・
三毛別川とその他河川とを区分し発
令の判断基準を掲載している

・同左 継続実施 ・計画に基づき確認し
ている

・継続して計画に基づき確認
する

継続実施

・市町村が定
めた避難勧
告・・・

・苫前町と「水害対応タイ
ムライン」の作成協議を開
始

H30 ・必要性を含め検
討

・避難勧告発令等の発令判断基準
等を作成する

H33 振興局と「水害対応タ
イムライン」の作成に
ついて協議を開始する

H3３ ・当町での必要性を含め検討
していく

H33

水害危険性（浸水想
定及び河川水位等の
情報）の周知

・「地域の水害
危険性の周知
に関するガイド
ライン」(平成
29・・・

・危機管理型水位計配置
計画を策定

・危機管理型水位計を順
次整備

H32 ・３時間先までの雨量予測
に基づく「洪水警報の危険
度分布」をホームページ等
で提供開始。
・６時間先までの流域雨量
指数の予測値を気象庁防災
情報提供システムで提供開
始。

・同左 継続実施 ・危機管理型水位
計について活用を
検討

継続実施 ・危機管理型水位計について活用
を検討

継続実施 ・危機管理型水位計に
ついて活用を検討

継続実施 ・危機管理型水位計について
活用を検討

継続実施

・「川の防災情
報(国土交通省
提供サイ
ト)」・・・

・気象警報、注意報等の情
報をホームページやテレビ
等を通じて伝達。

・同左 継続実施 ・Lアラート連携、防
災無線(戸別受信機
含)、広報車両(町、
消防、警察)等によ
る

・同左 継続実施 ・Lアラート連携、防災
無線、広報車両、消
防車両・消防団、警
察車両等による周知

・同左 継続実施 ・Lアラート連携、防災行政無線、広
報車両(町・消防・警察)、電話等によ
る

・同左 継続実施 ・リアルタイム情報の住民等
への周知方法について検討・
調整する

H33

・緊急速報メー
ルの活用等、
住民等に対す
る洪・・・

・Lアラート連携、防
災無線(戸別受信機
含)、広報車両(町、
消防、警察)等によ
る

・同左 継続実施 ・Lアラート連携、防災
無線、広報車両、消
防車両・消防団、警
察車両等による周知

・同左 継続実施 ・防災メール配信システム、緊急速
報メール配信機能設定済み

・同左 継続実施 ・調整済 ・継続して調整する 継続実施

隣接市町村等への広
域避難体制の構築

・各市町村に
おいて洪水浸
水想定区域図
等の・・・

・各種市町村相互応
援協定に基づき連
携を図る

・同左 継続実施 各種市町村相互応援
協定に基づき連携を
図る

・同左 継続実施 ・「災害時における北海道及び市町
村相互の応援に関する協定」に広域
避難体制が掲載されている

・同左 継続実施 ・H29.2月に締結した
留萌管内８市町村災
害時相互応援協定基
づき、連携を図る

・継続して留萌管内８市町村
災害時相互応援協定基づき、
連携を図る

継続実施

・洪水浸水想
定区域内にお
ける要配慮者
利用施・・・

・平成29年５月26日、管
内要配慮者利用施設管
理者へ水害・土砂災害対
応の説明会を開催

・インターネットなどにより、
洪水浸水想定区域、土砂
災害警戒区域等について
情報を公開

継続実施 ・平成29年５月26日、管内
要配慮者利用施設管理者
へ水害・土砂災害対応の説
明会を開催し、避難確保計
画の作成・見直しを依頼し
た。

・関係機関と
連携・協力

継続実施 ・要配慮者利用施設
に対し、避難確保計
画は各施設に策定を
促している

・洪水浸水想定区域内における要
配慮者利用施設及び地下街等は
ないが、要配慮者利用施設の避難
確保計画は各施設に策定を促して
いる

H31 ・職員、消防吏員、消防団員が協力
して、要配慮者を優先的に避難誘導
を行う旨を地域防災計画に規定され
ている

・同左 継続実施

・避難確保計
画の作成
状・・・

・当町での必要性を含め検討
していく

H33

①－２　平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
想定最大規模降雨に
係る洪水浸水想定区
域図等の共有

・国又は都道
府県による想
定最大規模降
雨に係る洪水
浸水想定
区・・・

・洪水浸水想定区域図等
を作成しインターネット等
で公表。
・洪水氾濫危険区域図を
作成し、関係機関と情報
共有

・洪水氾濫危険区域図に
ついて、関係機関と情報共
有

H３０ ・関係機関と情報
共有を図る

H30 ・関係機関と情報共有を図る H30 ・関係機関と情報共有
を図る

H30 ・関係機関と情報共有を図る H30

・想定最大規
模降雨に係る
洪水・・

・地区別大雨時危険
区域図で対応

・同左 継続実施 ・洪水浸水想定区域図が作成され
た場合は、ハザードマップの見直し
を検討する

未定 ・H29年、北海道が作成した古丹別
川・三毛別川の浸水想定区域図によ
りハザードマップ改定、H30年度に公
表、住民配布予定

・新防災マップ公表、
住民配布

Ｈ３０ ・大雨時危険区域図
を作成中

・完成後に、広く活用する 継続実施

・「水害ハザー
ドマップ作成
の・・・

・検討・調整する 未定 ・当町での必要性を含め検討
していく

H33

まるごとまちごとハ
ザードマップの促進

・各構成員によ
る「まるご・・・

・指定緊急避難場所、
指定避難所の標識設
置

Ｈ３２ ・当町での必要性を含め検討
していく

H33

住民、関係機関が連
携した避難訓練等の
充実

・各市町村等
による避難訓
練の実施状況
や実施予
定・・・

・市町村が計画する防災
訓練及び防災研修への
道職員による企画支援や
講師派遣を実施

・同左 継続実施 ・関係機関と連携し訓練や
講習会に参加・協力

・同左 継続実施 ・9月1日に地震･津
波を想定した全町
防災訓練を実施し
た

・今後も継続して
実施

継続実施 ・地域防災計画の防災訓練計画に
おいて民間団体、地域住民等との共
同訓練の実施を掲載　（H29年、町
内会主催の大雨洪水を想定した避
難訓練に協力）

・住民、関係機関が連
携した避難訓練（大雨
洪水）

未定 ・実施済 ・今後も継続して実施する 継続実施

防災教育の促進 ・防災教育に
関す・・・

・関係機関と連携し訓練や
講習会に参加・協力

・同左 継続実施 今後検討 未定 ・一日防災学校を実施する H30 ・今後取組みを検討する H33

①－３　円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
・危機管理型
水位計・・・

・危機管理型水位計配置
計画を策定

・危機管理型水位計を順
次整備

H3２ ・当町での必要性を含め検討
していく

H33

・河川監視
用・・・

・当町での必要性を含め検討
していく

H33

危機管理型ハード対
策の実施等

・危機管理型
ハード対策(※)
の概ね5年間
の整備・・・

・危機管理型ハード対策
として、堤防天端の舗装
を実施
・堤防整備、伐木、河道
掘削等を実施

・同左

・同左

継続実施

避難場所、避難経路
の整備

・避難揚所、避
難経路の
整・・・

・整備に係る情報共
有を図っている

・今後も継続して整備に係る
情報共有を図り、有効な活用
手段等を検討する

継続実施

中項目
大
項
目

①円滑かつ
迅速な避難
のための取
組

危機管理型水位計、
河川監視用カメラの
整備

避難勧告等の発令対
象区域、発令判断基
準等の確認

要配慮者利用施設等
における避難計画等
の作成・訓練に対す
る支援

洪水ハザードマップ
の作成・改良と周知

ICT等を活用した住民
へ適切かつ確実に情
報伝達する体制や方
法の改善・充実

H29取組内容
H30～H33

小平町

小項目

留萌振興局

H29取組内容
H30～H33

旭川地方気象台

H29取組内容
H30～H33

H29取組内容
H30～H33

留萌開発建設部 羽幌町

H29取組内容
H30～H33

増毛町

H29取組内容H29取組内容
H30～H33

苫前町

H30～H33
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概ね5年で実施する取組内容(1/2)

取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容 目標時期 取組内容

①－１　情報伝達、避難計画等に関する事項
洪水時における河川
管理者からの情報提
供等の内容及びタイ
ミングの確認

・情報の共有、構築
状況は確認している

・同左 継続実施 ・遠別川の水位情報
等は、国土交通省の
「川の防災情報」等で
確認する

・同左 継続実施 ・随時、担当者が各関係機関防災
担当者を訪問するなどして情報共
有を行い、連絡体制を維持してい
る

・引き続き、市町村防災担
当者との情報共有や連絡
体制の確立を図る

継続実施 ・国土交通省の「川の防
災情報」等により水位情
報の収集に努める

継続実施 ・国土交通省の「川
の防災情報」等によ
り水位情報の収集
に努める

継続実施 ・国土交通省の「川
の防災情報」等によ
り水位情報の収集
に努める

継続実施 【課題Aに対する取組】
・水位情報の収集方法や河川管理者から
の情報提供方法について確認。
・ホットラインの活用など、関係機関によ
る連絡体制の確認

・「避難勧告等の判
断・伝達マニュアル」
に規定済み

・同左 継続実施 ・既存の避難勧告等の判
断・伝達マニュアルの適
宜見直し・検討する

継続実施 参考記載
・留萌振興局及び各市町村
等の修正した災害対処計画
等により確認

・同左 継続 ・随時、担当者が各関係機関防災
担当者を訪問するなどして情報共
有を行い、連絡体制を維持してい
る

・引き続き、市町村防災担
当者との情報共有や連絡
体制の確立を図る

継続実施

・タイムラインの作成を検
討する

H30 ・検討、確認の上、作成に
努める

H31 参考記載
・留萌振興局及び各市町村
等の修正した災害対処計画
等により確認

・同左 継続

水害危険性（浸水想
定及び河川水位等の
情報）の周知

・危機管理型水位計につ
いて活用を検討

継続実施 ・危機管理型水位計につ
いて活用を検討

継続実施 【課題Cに対する取組】
・水害リスク情報の提供
・危機管理型水位計の順次整備や活用
の検討。

・広報誌掲載による周
知

・同左 継続実施 ・Lアラート連携、lP告
知端末、広報車両、消
防車両・消防団、警察
車両等による

・より有効な情報提供・伝
達方法を模索・検討する

継続実施 参考記載
・管内河川の水位情報は国
交省の「川の防災情報」で、
水防警報は留萌振興局から
の情報で確認

・同左 継続 ・町防災担当課と
の情報共有及び
要請により消防車
輌広報を実施する

・同左 継続実施 【課題Dに対する取組】
・情報の周知方法の確認及び改善。

・避難情報について
は村が配信する携帯
電話のメール及び緊
急速報メール

・同左 継続実施 ・伝達体制の整理、操作
の習熟を図る（Lアラート
連携済み）

継続実施 ・各警察署において、住民参加の
避難訓練等の機会を活用して防
災講話を実施
・天塩警察署のホームページで、
各町の避難場所掲載ページへの
リンクを掲載

・引き続き、防災講話等の
機会を活用して、住民等に
対し河川情報についての理
解を深めるまた、発生時に
は、パトカーなどによる広報
活動を実施する

継続実施 ・町防災担当課と
の情報共有及び
要請により消防車
輌広報を実施する

・同左 継続実施 ・より有効な周知方法の検討。
・防災講話等の実施。

隣接市町村等への広
域避難体制の構築

・各種市町村相互応
援協定に基づき連携
を図る

・同左 継続実施 ・各種市町村相互応
援協定に基づき連携
を図る

・同左 継続実施 参考記載
・留萌振興局及び各市町村
等の修正した災害対処計画
等により確認

・同左 継続 ・消防体制としては、応
援協定が策定されてお
り、応援出動実績もある
ことから、引き続き連携
を図る

H33 【課題Eに対する取組】
・災害時相互応援協定等に基づき、継続
的に連携に取組む。

・確認を行い、必要に応じ
て支援していく

継続実施 参考記載
・留萌振興局及び各市町村
等の修正した災害対処計画
等により確認

・同左 継続 ・関係機関と連携し情報
共有に努める

H33 ・要配慮者利用施
設が実施する避
難訓練等に協力し
ている

・同左 H31

・各市町村等が実施する防
災訓練を支援又は参加

・同左 継続

①－２　平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
想定最大規模降雨に
係る洪水浸水想定区
域図等の共有

・関係機関と情報共有を
図る

H30 ・関係機関と情報共有を
図る

H30 参考記載
・振興局より情報収集

・同左 継続 ・役場が配布したハ
ザードマップにより情報
共有を図る

H33 ・町防災担当課との
情報共有による

継続実施 ・組合管内の消防署
及び各支署におい
て、関係機関と連携
し情報共有に努める

継続実施 【課題Gに対する取組】
・洪水氾濫危険区域図について、関係機
関と情報共有

・ハザードマップ改訂予
定

未定 ・ハザードマップ作成に努
める

Ｈ31 参考記載
・各市町村等作成後、確認

・同左 継続 【課題Hに対する取組】
・想定最大規模の洪水に基づくハザード
マップの策定・周知

・わかりやすいハザード
マップ作成に努めるとと
もに、ハザードマップの
全戸配付予定

未定 ・わかりやすいハザードパップへの改良
の検討。

まるごとまちごとハ
ザードマップの促進

・検討・作成に努める Ｈ32 参考記載
・各市町村等作成後、確認

・同左 継続 【課題I に対する取組】
・まるごとまちごとハザードマップについ
て、必要性を含め検討。

住民、関係機関が連
携した避難訓練等の
充実

・未実施 ・実施の方向で検討（内
容未定）

未定 ・別災害を想定した避
難訓練の実施

・関係機関と検討・調整し
て実施に努める

Ｈ32 ・各市町村等が実施する防
災訓練を支援又は参加

・同左 継続 ・各警察署において、自治体主催
の防災訓練等に参加

・引き続き、住民等を対象と
した各種防災訓練への参
加

継続実施 ・避難訓練等への参加 継続実施 ・町内会主催の大
雨洪水避難訓練
に協力している

・住民、関係機関が
連携した避難訓練
の支援

未定 ・各町村の防災訓練
等への協力及び学
校・病院等で行う避
難訓練等への参加

継続実施 【課題Jに対する取組】
・住民、関係機関が連携した避難訓練等
の実施

防災教育の促進 ・学校関係機関と検討・調
整する

Ｈ32 ・避難訓練、防災教
育等の要請があれ
ば協力

継続実施 【課題Kに対する取組】
・防災教育の実施。

①－３　円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
・関係機関と検討する Ｈ31 【課題Lに対する取組】

・危機管理型水位計の整備。

・関係機関と検討する Ｈ31 ・河川監視用カメラについて、必要性を含
め検討。

危機管理型ハード対
策の実施

【課題Mに対する取組】
・危機管理型ハード対策として、堤防天端
の舗装を実施
・堤防整備、伐木、河道掘削等を実施

避難場所、避難経路
の整備

・関係機関と検討する Ｈ33 参考記載
・避難場所・避難経路につい
て各市町村の修正した災害
対処計画等により確認

・同左 継続 【課題Nに対する取組】
・避難路等の整備に係る情報共有。

ICT等を活用した住民
へ適切かつ確実に情
報伝達する体制や方
法の改善・充実

要配慮者利用施設等
における避難計画等
の作成・訓練に対す
る支援

洪水ハザードマップ
の作成・改良と周知

北留萌消防組合

H29取組内容

H30～H33

留萌消防組合

H29取組内容
H30～H33

初山別村

H29取組内容
H30～H33

危機管理型水位計、
河川監視用カメラの
整備

【課題Bに対する取組】
・洪水時における避難勧告の発令対象区
域、発令判断基準の作成や見直し。
・各機関の役割を明確にしたタイムライン
の作成

遠別町 陸上自衛隊第26普通科連隊 北海道警察旭川方面本部・関係警察署 増毛町消防本部

H29取組内容 H29取組内容

H30～H33
H29取組内容

H30～H33

【課題Fに対する取組】
・土砂災害警戒区域等について情報を公
開
・要配慮者利用施設等における避難確保
計画作成・訓練に対する支援等。

避難勧告等の発令対
象区域、発令判断基
準等の確認

H29取組内容
H30～H33H30～H33

①円滑かつ
迅速な避難
のための取
組

大
項
目

中項目
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